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川崎市の下水道管の破損は大丈夫か？

～３月１８日に国から追加の緊急調査依頼あり～

マンホール約５００か所を開けて、上下水

道局の職員が目視を中心に確認を行って

います。２月１０日の週には点検結果の精

査が終了の予定です。

川崎市は、上下水道事業を単独でおこ

なってきた歴史もあり、優れた技術力を維

持していると仄聞しています。さらには、上

下水道の耐震化にも積極的で、重要な管

路（上水）の耐震化率は１００％、下水管
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埼玉県の下水管の破損による道路

の陥没事故をうけて、国は、１月２９日

に県や政令指定都市に対して、「広域

で管理され、大規模な下水処理場に

接続する下水道管（複数の自治体に

またがる流域下水道）を緊急に点検す

るように」要請を行いました。

川崎市の場合は、市内で単独で行っ

ている「公共下水道」しかないので、国

からの要請の対象外となります。ただ

し、市内にも幹線道路の下などに計約

３８キロメートルにわたり、内径２メート

ル以上の下水管が施設されていること

から、１月３１日から自主的に「緊急点

検」をはじめ、２月２０日に異常なしと

の報告を受けました。

きょについては、「重要な管きょ」は８９．７％

（令和７年度末見込み）となっています。

路面下空洞調査については、建設緑政局

が所管し、市内の災害時などに優先的に通

行を確保する「緊急輸送路」約２１０キロメー

トルを対象に「スケルカ」という特殊車両を年

間３０から４０キロメートル走行させ調査、６

年間で一巡するスケジュールとなっています。

国からの追加調査依頼の結果が出るのが

重点箇所（600m）が夏、それ以外（合計

50km）が年度末とされています。

（宮前区内７ヶ所）①

②

③

腐食環境箇所とは

下水のマンホールなど中で、下水がぶつかり、撹拌されるなどで硫化水素の発生が想定される箇所。

硫化水素により下水管のコンクリートや鉄骨が腐食しやすい環境となる。

全市内マンホール１４４か所、マンホールに接続する管きょ６６路線（総延長は約３２４６メートル）
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